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再生可能エネルギーの導入拡大を背景に，分散型エネルギー資源（DER）に電力系統支援機能を具備したスマート
インバータと，それらを遠隔から集約監視・制御する分散型エネルギー資源管理システム（DERMS）の導入に向けた
標準化が検討されている。
東光高岳では，小山事業所配電ネットワーク実証試験場（FDN試験場） （1）のスマートインバータ機能を実装した太
陽光発電（PV）用スマートパワーコンディショナ（スマート PCS） （2）を遠方監視制御するDERMS を国際標準規格
IEC61850 に準拠した通信仕様で開発し，実規模系統にて性能検証試験を実施しており，本稿でその状況を紹介する。

1	 はじめに
太陽光発電をはじめとする再生可能エネルギーの導入
拡大を背景に，DER に電力系統安定支援機能を具備し
たスマートインバータと，それらを遠隔から集約監視・
制御するDERMS の導入が米国で進められている。日
本では，国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合
開発機構（NEDO）の実証事業にて，日本仕様に向けた
標準化の検討および実証試験が進められている （3）。
東光高岳は，NEDO実証事業にてスマートインバー
タ制御装置を納入したのちに，小山事業所 FDN試験場
の 50 kWPV 用 PCS へスマートインバータ機能を実装
した （2）。さらに，スマート PCS を遠隔から監視制御す
る DERMS を国際標準規格 IEC61850 に準拠した通信
仕様にて開発し，実規模系統での性能検証試験を実施し
ており，本稿でその状況を紹介する。

2	 DERMSの概要
2.1　DERMSの役割
DERMSは，PVや蓄電池などのDERを統合する管理
システムである。通信接続されたDERの計測情報を集
約し，地域・季節・系統構成などの系統条件に応じたス
マートインバータ機能の整定値変更および制御指令を遠
隔から行うことで，再生可能エネルギーの導入拡大と電
力系統の安定維持を両立することが目的である。

2.2　システム構成
図 1に DERMS を接続した FDN 試験場のシステム
構成を示す。DERMSは，国際標準規格 IEC61850 に準
拠した通信機能部と，設定値変更や運転状況を監視す
るHMI 部で構成している。DERMS は，スマート PCS
からの計測情報の記録および表示（数値，トレンドグ
ラフ），各スマートインバータ機能の整定値や特性カー
ブの設定変更および制御指令を可能とする。図 2に

Volt-var 制御 （2）の整定値画面を示す。
（1）　国際標準規格 IEC61850 の適用
DERMS とスマート PCS との通信は双方向制御可能
な IEC61850 を適用する。スマート PCS はスマートイ
ンバータ機能を SunSpec 情報モデルにて実装しており，
IEC61850 と SunSpec Modbus のプロトコル変換機能
を実装した IED を中継することで IEC61850 通信を可
能とする。スマートインバータ機能に関する情報モデ
ルは，IEC61850-90-7 に示されるユースケースを元に，
IEC61850-7-4 および IEC61850-7-420 に定義される論
理ノードなど用いて実装した。
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図 1　DERMS システム構成

図 2　DERMS 画面（Volt-var 制御）
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（2）　整定値管理プログラムとの連携
東光高岳が取り組むスマートインバータ機能の運用方
法に関する研究 （4）で考案するアルゴリズムを実装した
整定値管理プログラムを構築し，DERMSへ接続するこ
とで，FDN試験場での検証を可能とした。　
整定値管理プログラムは，DERMSが集約した計測ロ
グと系統条件からスマートインバータ機能の整定値を決
定し，DERMS へ送信する。その後，DERMS は受信し
た整定値をスマート PCS へ配信する。

3	 試験場での検証試験
FDN試験場にて，Volt-var 制御の検証一例を紹介する。
Volt-var 制御は，X軸を系統電圧，Y軸を無効電力と
した特性カーブに従い無効電力を出力する制御である。

3.1　検証条件
図 3に FDN 試験場での回路構成を示す。試験線 A
で有効電力による系統電圧が変動しやすい条件（R3>>R）
にて，Volt-var 制御の無効 /有効による系統電圧の変動
を検証した。

図 3　FDN 試験場の回路構成

3.2　検証結果
図4に検証時のDERMSのトレンドグラフ画面を示す。
Volt-var 制御を無効時，有効電力の変動に応じて
系統電圧が変動している（Δ85V/Δ20 kW）。一方，

Volt-var 制御を有効時には，系統電圧上昇の抑制（Δ
60V/Δ20 kW）を確認できる。
また，図 4右側にはVolt-var 制御の特性カーブと最
新計測値（赤点）を示し，設定した特性カーブにした
がって無効電力出力を制御していることが確認できる。

4	 おわりに
本稿では，IEC61850 に準拠したDERMSシステムと
スマートインバータ機能の検証一例を紹介した。
今後は，50 kWPV用スマート PCS と別稿で紹介する
200 kWNAS 電池用スマート PCS および SVRのタップ
制御を組み合わせた協調制御について，FDN試験場の
実規模配電線を用いて効果を評価する予定である。ま
た，DER 関係を規定する IEC61850-7-420 の改定が進
められており，改定後は IEC61850-7-420 Ed2 に準拠
してDERMSを改修する予定である。
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図 4　Volt-var 制御による系統電圧上昇抑制　（DERMS 画面）


